
　　　　2020年を振り返る  

９
日
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
食
材
を
使
っ
た
お
も
て
な
し
コ
ン

テ
ス
ト
」
受
賞
チ
ー
ム
と
橋
本
大
臣
と
の

意
見
交
換
会

14
日
「
令
和
２
年
国
勢
調
査
」開
始

18
日

東
原
小
学
校
で
県
内
初「
読
書
の
ま
ち
」、

「
親
と
子
の
20
分
間
読
書
」、「
学
校
図
書

館
地
域
開
放
」同
時
宣
言

23
日

一い
っ
と
く得
！
高
齢
者
ね
ん
り
ん
生い

き
活い

き
週
間（
〜
25
日
）

29
日
「
川
東
女
子
会
」
が「
令
和
２
年
度
あ
し
た
の

ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」
で
振
興

奨
励
賞
を
受
賞

30
日
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
鹿
屋
市
串
良

　

地
区
出
発
式

■
10
月
■

１
日

子
育
て
支
援
施
設「
鹿
屋
市
子
育
て
交
流
プ

ラ
ザ
」オ
ー
プ
ン

４
日

第
１
回「
ユ
ク
サ
軽
ト
ラ
朝
市
」

８
日
「
（
仮
称
）
鹿
屋
市
立
北
部
学
校
給
食
セ
ン

　

タ
ー
」安
全
祈
願
祭
・
起
工
式

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま

　

大
会
」令
和
５
年
の
開
催
が
決
定

12
日

市
民
生
活
応
援
商
品
券
の
申
請
開
始

16
日

令
和
２
年
度
鹿
屋
市
優
良
工
事
等
表
彰
式

17
日

令
和
２
年
度
旧
海
軍
航
空
隊
串
良
基
地
出

撃
戦
没
者
追
悼
式

女
性
と
変
わ
る
、
こ
れ
か
ら
の
ワ
タ
シ
と

鹿
屋
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
11
月

21
日
、
12
月
12
日
）

24
日

霧
島
ヶ
丘
公
園
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
２
０
秋（
〜
11
月
23
日
）

25
日

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
か
の
や（
31
日
、

11
月
１
日
）

■
11
月
■

１
日

ミ
ニ
図
書
館
ま
つ
り（
〜
８
日
）

４
日

高
須
町
で
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

実
証
運
行
開
始

町
内
会
長
・
地
域
サ
ポ
ー
ト
職
員
合
同
研
修
会

６
日

令
和
２
年
度
鹿
屋
市
表
彰
式

９
日

県
枝
肉
共
進
会
で
市
出
品
牛
が「
農
林
水
産
大

臣
賞
」を
受
賞

11
日

オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
ワ
ー
カ
ー
結
成

14
日

第
51
回
鹿
屋
市
文
化
祭（
〜
15
日
）

15
日

第
11
回
小
学
校
区
対
抗「
か
の
や
ロ
ー
ズ
ヒ
ル

駅
伝
大
会
」

吾え

平ら

行い

こ
っ
ち
ゃ
第
２
弾
サ
バ
イ
バ
ル

ゲ
ー
ム
編

17
日

令
和
２
年
度
市
政
報
告
会（
19
日
、
20
日
、

25
日
）

薩
摩
半
島
と
大
隅
半
島
を
結
ぶ
旅
客
不
定
期

航
路
開
設

18
日

令
和
２
年
度
鹿
屋
市
戦
没
者
追
悼
式

20
日

戦
後
75
年
平
和
企
画
展（
〜
12
月
６
日
）

21
日

神
野
中
岳
登
山
と
秋
キ
ャ
ン
プ（
〜
22
日
、

28
〜
29
日
）

22
日

鹿
屋
産
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
お
披
露
目
会

ユ
ク
サ
お
お
す
み
海
の
学
校「
Ｊジ

ャ

ズ

Ａ
Ｚ
Ｚ

Ｎナ

イ

ト

Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ

Ｂバ

ー
Ａ
Ｒ
」

高
須
浜
田
海
岸
ハ
マ
グ
リ
放
流

下
方
壮
年
部
朝
市

23
日

鹿
屋
女
子
高
校
主
催
の
フ
ォ
ト
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト

25
日

第
38
回
鹿
屋
市
合
同
金
婚
式

29
日

第
20
回
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
み
サ
イ
ク
リ

ン
グ
大
会

吾
平
山
上
陵
の
四
季
を
楽
し
む
お
茶
会

30
日

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

（
〜
12
月
25
日
）

11 月　旅客不定期航路開設
大隅半島と薩摩半島を結ぶ旅客不定期航路
の開設記念として、第１回目のツアーが行
われ、約 20人が大隅半島を満喫しました。

11 月　戦後 75 年平和企画展
戦後 75年を迎え、米国国立公文書館から新
たに収集した資料やこれまで収集した写真、
体験記録など貴重な品々を展示しました。

11 月　輝北町市成下
しもほう

方壮年部朝市
地域で採れた野菜や花などが販売されたほ
か、焼き芋や豚汁が振る舞われ、大勢の買
い物客でにぎわいました。

10 月　「子育て交流プラザ」がオープン
新生児から小学３年生までが利用できる、
大型遊具を備えた施設が県民健康プラザ健
康増進センターにオープンしました。

10月　霧島ヶ丘公園ドライブインシアター
人との接触をできるだけ減らすため、約
350 人が、野外の大型スクリーンに映し出
される映画を車の中から楽しみました。

10 月　旧海軍航空隊串良基地出撃戦没
　　　  者追悼式
式が大幅に縮小された中、訪れた人は献花
を行い戦没者の冥福を祈りました。

８月　高須祇園祭で奉納舞を披露
例年とは異なり、高須町内を回らず、神社で
の神事と奉納舞のみとなりましたが、迫力あ
る刀
かっなめ

舞に観客からは拍手が送られました。

８月　「鹿屋っ子クラブ」の募金活動
中高生のボランティアグループが豪雨災害
の被災者支援のために、市内２か所で募金
活動を行い、約 10万円が集まりました。

９月　東原小学校で県内初の宣言
「寺子屋ひがっばい塾」の開講式の中で、
県内で始めて読書に関する３つの項目が同
時に宣言されました。

６月　「くろぶたの丘」オープン
霧島ヶ丘公園内に、黒豚を使った料理を楽し
めるレストランや生ハムやソーセージの直売
所などが入った施設がオープンしました。

７月 令和２年７月豪雨による災害
７月上旬に降り続いた大雨により、道路の
冠水や崩落、家屋への浸水や土砂流入など、
市内各地に大きな被害をもたらしました。

７月　豪雨災害のボランティア活動
７月の豪雨災害で被災した人の支援のた
め、市内外から多くの人がボランティアに
参加し作業を行いました。

３月　高須小学校最後の卒業式
今年３月で閉校した高須小学校で最後の卒
業式が行われ、地域の人々から愛された
141 年の歴史に幕をおろしました。

４月　鹿屋女子高校新校舎での授業スタート
新校舎に加え、総合選択制の授業の開始、
タブレットを１人１台配備するなど、新た
な環境に生まれ変わりました。

４月　「アグリパーク鹿屋」オープン
笠之原町に、県内最大規模の面積を誇る農
畜産物直売所やレストラン、ピザ屋が入っ
た施設がオープンしました。

４月　「王子町鉦踊り」が県指定無形民
　　　俗文化財に指定
260 年以上にわたり伝統行事を守り続けて
きた功績が認められました。

５月　鶴羽小学校跡でニジマス釣り大会
鶴羽小学校跡のプールで育てられていた約
3,000 匹のニジマスの釣り大会に大勢の家
族連れが訪れました。

６月　鹿屋市 PTA 連絡協議会が手作り
　　　マスクを小中学校に寄贈
鹿屋市地域婦人団体連絡協議会と連携し、布
マスク約3,000枚を寄贈していただきました。
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